










はじめに 

Reye 症候群は 1963年（昭和 38 年 4 月)オーストラリアの Anderson が発熱に伴う先行疾患

後,嘔吐・意識障害，けいれんを来たし,死亡した。症状が脳炎のようだが脳は浮腫と肝は

脂肪肝を伴う 20 例を報告し，同年 10 月に Reye が“臓器の脂肪変性をともなう脳症

(encephalopathy):小児の一疾患単位”として約 10年間の 21 例を Lancet に発表して以来

Reye 症候群として知られるようになった。 

米国では 1963年 10月に,Johnsonがほぼ同時に,4ヵ月間の In且 ufluenza B 流行時のほぼ

同様な臨床症状の 16 例を報告し,為に Reye-Johnson 症候群とも呼ばれている。 

わが国では 1967 年に第 1例を小川・重松・出口が報告し,78 年 1月迄臨床診断例を含め 141

例(確定 32,近いもの 13)が報告されている。 

私共は今回,慈恵医大関連病院で臨症的に Reye症候群ならびに疑似疾患について調査を行

なってみた。 


